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「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

今年度最初（６月）のアセスデータ
〜４０p以上を示した生徒の割合〜

本校では、「教師サポート」や「非侵害認知」が高い数値
を示しており、学校生活で嫌な思いをしている生徒が少なく、
多くの生徒が「学校生活の充実」や「教師との関係の良好
さ」を実感していることが分かる。

一方で、今後の課題としては「友人サポート」や「向社会
的スキル」の向上が挙げられる。友人同士が支え合い、互い
に円滑なコミュニケーションを図る力を高めていくことで、
より安心して過ごせる学級・学校づくりにつなげていきたい。

本校の不登校は、全校生徒１７８名中約１８名と１割を超えている状況である。主な理由

としては、「友人関係のトラブル」「生活リズムの乱れ」「頭痛・腹痛・倦怠感などの身体

的症状」が多く見られる。また、小学校段階で不登校だった生徒は少なく、多くが中学校入

学後に不登校となっている点が特徴である。こうした状況から、生徒一人一人の背景を丁寧

に把握し、早期支援につなげる体制づくりが求められている。



２ 本事業の全体像の作成

本事業の趣旨や内容等について、中核校・連携校の全教職員等に周知し、
中学校区として本事業を推進する体制を構築する

【本事業の全体像】

施策１〜施策５までを設

定し、本事業の重点にアプ

ローチするための取組を明

確に示した。

作成のねらい



３ 今年度の取組①

アセス検査４０p未満の生徒への支援

４３名の生徒の授業の様子を、教育相談コーディ

ネーターと学校長で参観する取組を実施

アセスの分析結果をもとに、

授業参観し、改めて生徒の様子
を把握することで、より多くの

情報を得ることができる。



３ 今年度の取組①

１年生女子（向社会的スキルが４０未満）
周囲とコミュニケーションをうまく取れない様子がうかがえる。しかし、友達から声をかけられると普通
にコミュニケーションを図れる様子が見られた。

１年生男子（生活満足感・向社会的スキル・学習が４０未満）☆
教師が近くに来ると、落ち着きがない。→ドキドキする？緊張する？
独り言が多い。→気付いてほしい？

２年生男子（友人サポートが４０未満）
交流の場面では、積極的に自分からコミュニケーションを図ろうとしない場面があったが、他の教科では、
意欲的に交流している場面も見られた。

支援生徒の実態把握から不登校の未然防止へ！



３ 今年度の取組②
生徒指導理解研修の実施
８月と１月の２回にわたり、生徒指導理解研修を実施した。研修には、釧路短期大学の高畠昌之准教授を招聘

し、「アセスの分析と活用方法」について専門的な視点からご講義いただいた。アセスの結果をどのように読み

取り、日々の生徒理解や支援に生かしていくかを具体的に学ぶ機会となり、参加した教職員の生徒理解・支援の

スキル向上につながった。また、連携校である小学校の教員も参加し、中学校との共通理解を図りながら、義務

教育９年間を見通した児童生徒理解・支援の在り方について意見交換を行うことができた。こうした研修を通し

て、校種を越えた連携と、児童生徒一人一人をより丁寧に見取り支える体制づくりを進めている。



□教育支援センター設置を周知するチラシを作成・発信

当センターの設置を周知するチラシの作成・発信
1.  安心感の提供：保護者・生徒に「安心して通える場所がある」と伝えられる
2.  早期支援：不登校の長期化を防ぎ、再登校へのステップになる

をねらっている。

□当該生徒の状況を記録し、全体周知
２学期から、当センターを使用している生徒の状況を記録し
ている。記録した内容は、全体に周知し、該当生徒の実態把
握につなげている。

３ 今年度の取組③
教育支援センターの設置と活用

□現状
現在、２名の生徒が利用している。パーテーション等を活用し、個の学びの環境を整備すると
ともに、教育相談コーディネーターが常駐し、学級担任等と連携しながら支援に当たっている。
また、当該生徒が今後の見通しをもてるように、行事予定等を掲示している。



３ 今年度の取組④
生徒指導の実践上の４つの視点を取り入れた授業改善

生徒指導の実践上の４つの視点

①自己存在感の感受
②共感的な人間関係の育成
③自己決定の場の提供
④安心安全な風土の醸成

研究主任と連携し、学習指導案に「４つの視点」を位
置付けることにした。このことで学習指導と生徒指導の
両方を意識した授業づくりを実践することができた。



３ 今年度の取組⑤

生徒会役員による道徳科の授業

生徒会役員が本校の現状を踏まえ自ら企画して
道徳科の授業を行った。テーマは「言葉の力」で
あり、グループディスカッションやロールプレイ
を取り入れながら、テーマの実現を目指した。



４ ２回目のアセス検査の実施①

２回目のアセスでは、全ての学
級で、生活満足度・教師サポー
ト・向社会的スキルなど６領域全
てが大きく改善した。特に、生活
満足度・教師サポート・向社会的
スキルはほぼ全学級で高水準とな
り、学校全体の安心感と学級経営
の安定が示された。一方で、友人
サポートと学習的適応には学級間
の差が明らかになり、継続的な支
援が必要な学級が焦点化された。



４ ２回目のアセス検査の実施②

様々な取組を行い、１回目のアセスで要支援だった生徒がど
う数値が変化したのかを読み取ることが大切

※３番の生徒※
１学期の友人サポートが２９であったが、今回の検査で２５P上昇し、

５４へ。友人関係が良好であることがわかる。

※５番の生徒※
１学期同様、今回の検査でも学習的適応が３９以下である。引き続

き、学習支援を手厚くしていく必要がある。

※１５番・２６番の生徒※
今回の検査で全ての項目が４０以上を示した。よい方向へ向かってい

ると考えられる。

※２８番の生徒※
前回、生活満足度と教師サポートの２項目が３９以下を示していたが、今

回の検査で、友人サポートと向社会的スキルも３９以下を示した。この生徒
に関しては、早急に支援をしていく必要があると考える。教育相談CO・学年
主任・学級担任と情報を共有し、生徒に合った支援をしていく。



５ 成果と課題①

成果
■不登校生徒への早期支援体制の構築
不登校の主な要因（友人関係・生活リズム・身体的症状等）を把握し、個々の背景に応じた支援体制
を整備。アセス検査や授業観察を通じて、きめ細かな個別支援を実施。

■教育支援センターの設置と活用
支援センターを設置し、利用生徒の状況を記録・周知。安心感の提供や早期支援、再登校へのステッ
プとして活用。

■授業改善・生徒主体の活動推進
校内研修と連動した授業改善や、生徒会による道徳科授業の実施など、生徒主体の活動も推進。

■アセス検査による効果測定と改善
２回目のアセス検査で、生活満足度・教師サポート・向社会的スキルなどが全学級で大きく改善。



５ 成果と課題②

課題
■友人サポート・向社会的スキルの向上
友人同士の支え合いやコミュニケーション力の向上が今後の課題。継続的な支援が必要。

■不登校生徒の割合の高さとその背景
全校生徒の約１割が不登校。その多くが中学校入学後に不登校となっている。小学校段階での予防
や中学校進学時の支援強化が必要。

■学級間の差と継続的な支援
２回目のアセス検査でも、友人サポートや学習的適応には学級間の差が残り、特定の学級や生徒に
対する継続的な支援が必要。

■個別ケースへの迅速な対応
新たに支援が必要と判明した生徒への早急な対応や、学習的適応が改善しない生徒への手厚い学習
支援が課題。



６ 次年度以降の取組に向けて

■不登校生徒の早期発見と個別支援の充実
アセス検査の結果や日常観察を活用し、不登校傾向の早期発見と、個々の背景に応じたきめ細かな支
援体制を強化。

■教育支援センターの活用拡大
支援センターの利用促進や情報共有を進め、安心して学べる場の提供と再登校へのステップを支援。

■小中連携・教職員研修の強化
小中連携や教職員の研修を通じて、生徒理解を深め、義務教育９年間を見通した支援体制を強化。

■取組の継続・全校的な定着
今年度の成果や有効だった支援策を、次年度以降も継続して実施し、全校の共通理解と協力体制を強
化。具体的には、各学年・学級での実践例や成功事例を全教職員で共有し、学校全体で一貫した支援を
行う。また、定期的な振り返りや研修を通じて、教職員の意識やスキルの向上を図り、取組が一過性で
終わらないようにする。さらに、生徒や保護者にも取組の意義や成果を発信し、学校全体で支え合う風
土を根付かせることを目指す。
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